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図表 184 北九州市令和２年度調査 調査票 
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図表 185 札幌市平成 30 年度調査 調査票 
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調査対象の設定（「医療的ケア児」の定義）に関しては、医療的ケア児判定スコアや診

療報酬を基準としたり、具体的な「医療的ケア」の範囲を指定したりして調査している場

合が多かった。 

調査結果は多くの自治体でその後の支援施策の検討に役立てられており、調査から把握

された医療的ケア児家族の支援ニーズの内容に応じて、その後の施設整備方針や支援ツー

ルの開発等に進めた事例が複数あった。他方、統計処理を目的とした調査であることや、

部署や自治体を超えた情報共有の限界等から、結果の活用についてはどこまでの範囲であ

れば可能か判断の難しさを感じているとする事例が複数あった。 

 

イ．テーマⅡ 地域の特性に応じた医療的ケア児等コーディネーターの配置のあり方 

医療的ケア児等コーディネーター（以下「コーディネーター」と表記）の配置に関して

は、医療的ケア児支援センター（以下「センター」と表記）の設置にあたりコーディネー

ターを新たに選任・配置したり、コーディネーターを配置した組織・機関が結果的に医療

的ケア児支援センターの機能（の一部）を果たすことになったりするなど、「コーディネ

ーターの配置」は「センターの設置」と密接に関わっていた。 

特に都道府県事例に特徴的なのは、都道府県の配置するコーディネーターが間接支援

（医療的ケア児を支援する「支援者」の支援）に力を入れている場合が多いことである。

地域のコーディネーターや医療機関、事業所等をバックアップして助言や情報提供をする、

職種間・関係機関間の連携を促す、地域のコーディネーターの派遣調整を行うといった役

割を果たしている事例があった。ただし直接支援（医療的ケア児家族に対する支援）と間

接支援のどちらに比重を置いているかは事例によって様々である。 

コーディネーターとして配置されている人材の属性は相談支援専門員である場合が多い

が、患者家族と医師（長野県）、看護師と福祉職（奈良県）、保健師とリハビリ専門職

（つくば市）など、専門性ある人材を複数名組み合わせて配置することで多様な支援ニー

ズに応えている事例があった。 
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図表 186 奈良県「重症心身障害児者支援センター」広報資料 図表 187 北九州市 医療的ケア児支援のための「相談窓口」設置に係る

広報資料 
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図表 188 「つくば市医療的ケア児等相談窓口」設置に係る広報資料 
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コーディネーターを配置した効果として多くの自治体から指摘されたのは、「専門性の

問われる事例にも対応できるようになった」という点である。また、コーディネーターが

間接支援の役割を担っている成果として「支援者を支える仕組み」が整ったことを挙げた

事例も複数ある。 

 

ウ．テーマⅢ 医療的ケア児支援センターに期待される相談機能のあり方 

調査の結果、センター設置の在り方は、既存の組織・機関（自治体の本庁や医療機関等）

にコーディネーターを配置してセンター機能を付加する「パターン A」（北九州市、つく

ば市）とセンターを新たに開設する「パターン B」（岐阜県、香川県、富山県、高知県、

奈良県、世田谷区）に大きく分類することができる。なお、パターン B については、重症

心身障害児に対する福祉・医療サービスを提供する団体など、医療的ケア児支援の経験や

専門性ある組織に事業を委託して開設される場合が多い。 

センターの活動内容には、直接支援（医療的ケア児家族に対する支援）のための活動と

しては相談対応や「家族会」等の開催、災害対策のサポート等があった。また、間接支援

（医療的ケア児を支援する「支援者」の支援）のための活動としては、在宅移行支援など

個別事例に関する助言、支援者間のコーディネートや情報共有の促進、支援に役立つ社会

資源や行政制度の紹介等多様な活動が含まれた。 
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